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武
蔵
野
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

戦
後
70
年
を
迎
え
た
今
年
。

長
崎
の「
平
和
祈
念
像
」や
武
蔵
野
市
の

「
世
界
連
邦
平
和
像
」を
作
り
上
げ
た
、

武
蔵
野
市
ゆ
か
り
の
彫
刻
家
・
北
村
西
望
の

生
涯
と
、平
和
へ
の
想
い
を
た
ど
り
ま
す
。

北き
た

村む
ら

西せ
い

望ぼ
う

井
の
頭
自
然
文
化
園
で
生
を
受
け
た

長
崎
の
「
平
和
祈
念
像
」

　

長
崎
市
の
平
和
公
園
に
建
つ「
平
和
祈

念
像
」。
長
崎
市
民
の
平
和
へ
の
願
い
を

象
徴
す
る
こ
の
像
の
原
型
が
、武
蔵
野
市

御
殿
山
の「
東
京
都
井
の
頭
自
然
文
化
園
」

で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？

　

像
の
作
者
は
、
長
崎
出
身
の
彫
刻
家
・

北
村
西
望
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
日

本
の
彫
刻
界
を
リ
ー
ド
し
た
世
界
的
芸
術

家
で
す
。
現
在
、井
の
頭
自
然
文
化
園
に

は
、西
望
が
使
っ
た
住
居
兼
ア
ト
リ
エ
を

は
じ
め
、
作
品
を
所
蔵
し
た
彫
刻
館
、
さ

ら
に
屋
外
に
も
数
多
く
の
作
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
彼
が
こ
の
地
に
ア
ト
リ
エ

を
構
え
た
の
は
、平
和
祈
念
像
制
作
の
た

め
で
し
た
。

　
北
村
西
望
は
、明
治
17（
1
8
8
4
）年

12
月
16
日
、仏
教
を
あ
つ
く
信
仰
す
る
長

崎
の
名
家
・
北
村
家
の
四
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
図
工
が
得
意

で
、
個
性
的
で
大
胆
な
作
品
を
作
り
、
常

に
周
囲
を
驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。
京
都
市

立
美
術
工
芸
学
校（
現
・
京
都
市
立
芸
術

大
学
）、東
京
美
術
学
校（
現
・
東
京
藝
術

大
学
）を
首
席
で
卒
業
後
、建た

て
は
た畠

大た
い

夢む

・
池

田
勇
八
ら
と
彫
刻
の
研
究
会「
八や

つ

手で

会か
い

」

を
結
成
し
、彫
刻
の
道
へ
進
み
ま
す
。
明

治
41
年
、
文
部
省
美
術
展
覧
会（
文
展
＝

現
在
の
日
展
）に
入
選
し
、大
正
５（
１
９ 

１
６
）年
に
は
特
選
、
翌
年
早
く
も
無
鑑

査（
過
去
の
実
績
を
元
に
、
審
査
・
鑑
査

な
し
で
出
品
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
）と
な

り
、大
正
10
年
に
は
東
京
美
術
学
校
塑
造

部
の
教
授
に
就
任
し
ま
す
。
西
望
、大
夢

に
朝
倉
文
夫
を
加
え
た
３
人
は「
文
展
の

三
羽
烏
」と
呼
ば
れ
、
昭
和
13（
１
９　

3
８
）年
に
国
会
議
事
堂
に
建
て
ら
れ
た

板
垣
退
助
翁
像（
西
望
）、
伊
藤
博
文
像

（
大
夢
）、大
隈
重
信
像（
文
夫
）を
競
作
す

る
な
ど
、近
代
彫
刻
の
第
一
人
者
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。

像
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど

平
和
を
祈
る
力
が
強
く
な
る

　

長
崎
市
か
ら
、原
爆
犠
牲
者
の
冥
福
を

祈
る
〟平
和
記
念
碑
”建
立
の
相
談
を
受
け

た
の
は
昭
和
25
年
の
こ
と
。
し
か
し
西
望

は「
記
念
碑
で
は
た
だ
の
記
録
に
し
か
な

ら
な
い
。
平
和
を
祈
り
、世
界
平
和
を
呼

び
か
け
る
〟祈
念
像
”を
」と
要
望
し
、
祈

念
像
の
案
を
提
出
。
そ
の
構
想
と
情
熱
が

受
け
入
れ
ら
れ
、
翌
年
、
正
式
に
依
頼
を

受
け
、着
手
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
西

望
は
、
当
時
、
北
区
西
ヶ
原
に
あ
っ
た
ア

ト
リ
エ
で
早
速
試
作
に
入
り
ま
す
が
、最

終
的
な
像
の
原
型
を
制
作
す
る
た
め
に

は
、よ
り
大
き
な
ア
ト
リ
エ
を
必
要
と
し

ま
し
た
。

　

当
初
、西
望
が
別
の
場
所
に
確
保
し
た

用
地
は
、事
情
に
よ
り
手
放
さ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
た
め
、東
京
都
に
井
の
頭
自
然

文
化
園
の
一
角
を
借
用
し
た
い
と
求
め
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
都
は「
建
設
し
た

ア
ト
リ
エ
と
平
和
祈
念
像
の
原
型
な
ど
を

後
に
寄
付
す
る
」こ
と
を
条
件
に
、
土
地

の
使
用
を
認
め
た
の
で
す
。
長
年
、井
の

頭
自
然
文
化
園
で
説
明
役
を
務
め
た
西
望

研
究
家
の
杉
谷
昭
夫
さ
ん（
85
歳
）は
、祈

念
像
制
作
に
か
け
た
西
望
の
思
い
に
つ
い

て
、こ
う
語
り
ま
す
。

　
「
西
望
先
生
は
〟祈
念
像
は
、大
き
け
れ

ば
大
き
い
ほ
ど
平
和
を
祈
る
力
が
強
く
な

る
”と
考
え
て
い
ま
し
た
。
後
に
〟奈
良
の

大
仏
、
鎌
倉
の
大
仏
と
い
っ
た
ふ
う
な
、

そ
う
い
う
も
の
を
目
指
す
大
作
願
望
が
、

い
つ
か
私
の
心
の
底
に
あ
っ
た
か
ら
、
こ

の
像
も
現
代
彫
刻
中
で
世
界
最
大
の
ブ
ロ

取材・文／梅澤聡    監修／杉谷昭夫

長
崎
市
の
平
和
公
園
内
に
あ
る
平
和
祈
念
像
。毎
年
8
月

9
日
の
「
原
爆
の
日
」に
は
、
こ
の
像
の
前
で
平
和
祈
念

式
典
が
と
り
行
わ
れ
、全
世
界
に
向
け
た
平
和
宣
言
が
読

み
上
げ
ら
れ
る
。

昭
和
27
年
の
ア
ト
リ
エ
落
成
以
来
、
生
涯
を
武
蔵
野
市
で
過
ご

し
た
北
村
西
望
。昭
和
37
年
に
は
武
蔵
野
市
初
め
て
の
名
誉
市

民
に
推
挙
さ
れ
た
。

時事通信フォト

（写真提供／東京都井の頭自然文化園）
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西望が使用したアトリエの外観。木立の中に溶け込むように建つ三角屋
根の建物が特徴的だ。

M U S A S H I N O  H I S T O R Y

取材・文／梅澤聡    監修／杉谷昭夫

現在、平和祈念像の原型は、アトリエ隣の「彫刻館A館」の正面に鎮座し
ている。その大きさと力強さに圧倒される。

三鷹駅北口駅前広場に建つ世界連邦平和像。昭和35年6月に武蔵野市議会
が「世界連邦に関する宣言」を行って10周年となるのを機に建立された。

ン
ズ
像
で
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ

た
”と
話
し
て
い
ま
す
」

　
長
崎
に
建
つ
平
和
祈
念
像
の
高
さ
は
32

尺（
約
９・
７
メ
ー
ト
ル
）で
す
が
、
西
望

は
当
初
、40
尺（
約
12
メ
ー
ト
ル
）の
像
を

企
図
し
て
い
ま
し
た
。
40
尺
の
像
を
作
る

に
は
高
さ
50
尺（
約
15
メ
ー
ト
ル
）の
ア

ト
リ
エ
が
必
要
で
し
た
が
、当
時
の
建
築

基
準
で
は
木
造
建
築
物
は
40
尺
が
限
度

だ
っ
た
た
め
、像
の
高
さ
は
32
尺
と
な
り

ま
し
た
。

　

昭
和
28
年
、高
さ
40
尺
の
三
角
形
の
ア

ト
リ
エ
が
完
成
。
翌
29
年
に
は
石
膏
の
原

型
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
像

を
1
0
4
個
に
分
割
し
て
鋳
造
し
、現
地

長
崎
の
平
和
公
園
で
組
み
立
て
て
設
置
。

昭
和
30
年
、つ
い
に
長
崎
市
民
の
平
和
へ

の
願
い
を
象
徴
す
る
高
さ
９・
７
メ
ー
ト

ル
、重
さ
30
ト
ン
、青
銅
製
の
平
和
祈
念
像

が
完
成
し
ま
し
た
。
天
を
指
し
た
右
手
は 

〟原
爆
の
脅
威
”を
、水
平
に
伸
ば
し
た
左

手
は
〟平
和
”を
、
軽
く
閉
じ
た
ま
ぶ
た
は 

〟原
爆
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
る
”と
い
う

想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
32
年

に
は
ア
ト
リ
エ
と
、原
型
像
を
含
む
３
５
０

点
余
り
の
作
品
が
都
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

武
蔵
野
市
に
は
も
う
ひ
と
つ
、世
界
平

和
を
訴
え
た
西
望
の
作
品
が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
中
央
に
設

置
さ
れ
て
い
る「
世
界
連
邦
平
和
像
」で

す
。
昭
和
44
年
、
武
蔵
野
市
の「
世
界
連

邦
宣
言
10
周
年
」を
記
念
し
て
建
立
さ
れ

た
も
の
で
、
駿
馬
に
ま
た
が
っ
た
女
神

が
、
左
手
に
平
和
の
聖
火
を
掲
げ
、
右
手

は
宇
宙
を
指
し
、市
民
に
平
和
の
尊
さ
を

告
げ
て
い
ま
す
。
台
座
に
は
世
界
各
国
の

石
48
枚
を
配
し
、武
蔵
野
市
に
お
け
る
戦

没
者
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

西
望
は
30
代
の
と
き
に
、当
時
の
美
術

誌
に
こ
ん
な
一
文
を
残
し
て
い
ま
す
。「
作

品
を
、
大
作
を
、
ひ
と
つ
で
も
多
く
残
す

に
は
、長
寿
を
保
つ
こ
と
で
あ
る
。
長
寿

は
自
分
に
と
っ
て
人
生
の
根
本
問
題
な
の

だ
」。
晩
年
の
人
生
は
、
ま
さ
に
そ
の
言

葉
を
体
現
す
る
よ
う
な
日
々
で
し
た
。
昭

和
33
年
、
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
西
望

は
、
そ
の
後
も
日
展
会
長
、
日
本
彫
刻
会

名
誉
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
ま
す

が
、老
い
て
な
お
創
作
へ
の
情
熱
は
衰
え

る
こ
と
な
く
、
昭
和
51
年
に
は
、
皇
居
新

宮
殿
に
名
作「
天
馬
」を
献
納
し
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
昭
和
62
年
3
月
、北
村
西
望
は

天
寿
を
全
う
し
ま
し
た
。
享
年
１
０
２
歳

で
し
た
。

　「長
寿
こ
そ
人
生
の
根
本
問
題
」

若
き
日
の
思
い
を
体
現
し
た
晩
年

（写真提供／東京都井の頭自然文化園）


